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問 	 現在の公共施設の状況と将来の見通しを踏まえた
取り組みは。

答  市民1人当たりの施設面積が大きく、また、施設
の4割以上が築30年以上を経過している。建て替
えを中心とした施設整備の継続は不可能であると
認識し、将来に向け、施設総量の圧縮と経費節減
を図り、公共サービスの質の維持に努める必要が
ある。「今後20年間で施設区分ごとにかかる費用
の30％削減」を目標に掲げ、施設の統廃合だけで
なく、複合化や集約化によるサービスの最適化、
民間活力の導入、受益者負担の適正化などの創意
工夫をし、公共施設の最適な配置の実現を目指す。

問 	 公共施設適正化の実施に当たり、大きな合意形成
を得ていく必要があると思うが、市の考えは。

答  合意形成のための外部意見を得る場として、行政
改革の取り組みについて進捗評価を行う田原市行
政改革推進研究会を位置づけるとともに、必要に
応じて関係者の意見を聞いていく。

問 	 合意形成には、高い整合性を持った丁寧な説明、
幅広い情報集約を可能にする強力な指揮系統、
トップの強い意思表示とリーダーシップが必要で
はないか。

答  この施設は何のための施設か、これからも必要な
施設なのか、利用する地域の方々や団体等の意見
を聞き、意見を闘わせながら判断していく。各３
町が作ってきた施設を集約する必要はあるが、ど
の時点で行うか、今後も市民の皆さんの意見を聞
きながら、その状況によって判断していくことに
変わりはない。

公共施設適正化について

市民の皆さんの意見を聞きながら状況によって判断していく

公共施設適正化の合意形成には、トップの
リーダーシップが必要ではないか
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